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第３期中期目標と第４期中期目標（素案）の比較 

行番号 第３期中期目標 第４期中期目標（素案） 検討内容 

 重点目標 重点目標  

 (1) 教育の質の向上 (1) 教育の質の向上 

 

継続 

 (2) 熊本地震からの復興支援を含めた地域に貢献する教育研究の推進 (2) 熊本地震及び令和２年７月豪雨からの復興支援を含めた地域に貢献する教育

研究の推進 

【追加】 

・ 「新しい熊本創造に向けた基本方針」基本理念の記載内容を反映 

 (3) グローバル化の推進 

 

(3) グローバル化の推進 

 

【継続】 

・「第４期教育振興基本計画（R5～R9）」（５つの基本的な方針）の第一項目で

「グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成」が

掲げられている。 

 

 Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標  

１ １ 教育に関する目標 １ 教育に関する目標 継続 

２ ○公立大学法人熊本県立大学は、次のような人材を育成する。 ○公立大学法人熊本県立大学は、次のような人材を育成する。  

３ ＜学士課程教育＞ ＜学士課程教育＞  

４ ・ 論理的な思考かつグローバルな視点で自ら課題を設定・分析し、創造的な解決

策が提示できる人材。また、総合的な判断ができる人材。 

・ 積極性、自律性、行動力を身につけ、社会状況の変化に柔軟に対応できる人

材。 

・ 地域社会や国際社会に興味・関心を持ち、多様性を認めることができる人材。 

・ コミュニケーション能力を持ち、協調性があり、社会において人的ネットワークを

形成できる人材。 

・ 高い職業観を持ち、主体的に自らの職業人生を構想・設計できる人材。 

・ 論理的な思考かつグローバルな視点で自ら課題を設定・分析し、創造的な解決

策が提示できる人材。また、総合的な判断ができる人材。 

・ 積極性、自律性、行動力を身につけ、社会状況の変化に柔軟に対応できる人

材。 

・ 地域課題の解決に向けた意欲と国際社会への興味・関心を持ち、多様性を認め

ることができる人材。 

・ コミュニケーション能力を持ち、協調性があり、社会において人的ネットワークを

形成できる人材。 

・ 高い職業観を持ち、主体的に自らの職業人生を構想・設計できる人材。 

【追加】 

・企業等アンケートにおける取り組んで欲しい事項の上位に、「コミュニケーシ

ョン能力」（１位）、「社会状況の変化への柔軟な対応」（２位）、「地域課題の解

決（３位）」があり、人材育成の中で、表現されてなかった「地域課題の解決」を

追加。 

５ ＜大学院教育＞ ＜大学院教育＞  

６ ・ 国内外の諸課題の発見・解決のために専門的知識や研究能力を応用できる人

材。特に博士後期課程においては自立して研究を遂行できる人材。 

・ 国内外の諸課題の発見・解決のために専門的知識や研究能力を応用できる人

材。特に博士後期課程においては自立して研究を遂行できる人材。 

継続 

７ (１)入学者受入れに関する目標 (１)入学者受入れに関する目標 継続 

８ ① 入学者受入れ方針(アドミッション・ポリシー)に基づき、大学入学者選抜改革を

踏まえた多様な選抜方法を活用して、大学が求める学生を確保する。 

  また、大学のグローバル化を推進するため、外国人留学生の増加を図る。 

① 入学者受入れ方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、大学入学者選抜改革を

踏まえた多様な選抜方法を活用して、大学が求める学生を確保する。 

  また、グローバル化の推進を含め、多様な価値観が集まるキャンパスとなるよ

う、社会人や外国人留学生など多様な学生の確保を図る。 

【拡充】 

・中央教育審議会「２０４０年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」（平

成３０年１１月２６日）において、高等教育を「多様な価値観を持つ多様な人材

が集まることにより新たな価値が創造される場」と位置付けており、多様な学

生を受け入れる体制の整備及び多様な教員による多様な教育研究を展開す

ることの必要性が答申されている。 

→ 「多様な学生」の観点を考慮し、下線部を追加。 

・理事長発言：「「帰国子女枠」をうまく宣伝する。英語のサイトを作って広報し、

日本人学校などに PRしていくことを考えても良いかもしれない。」 

※多様な学生の確保：社会人、帰国子女、生活保護世帯に属する者、農林水

産科学校の選抜者等の特別選抜の充実 

９ ② 大学院では、高度な専門的知識及び研究能力の習得を目指す意欲あふれる人

材について、積極的かつ効果的な広報活動により、学部卒業生や社会人など多様

な分野からの受入れを推進する。 

② 大学院では、高度な専門的知識及び研究能力の習得を目指す意欲あふれる人

材について、積極的かつ効果的な広報活動により、学部卒業生や社会人など多様

な分野からの受入れを推進する。 

継続 
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行番号 第３期中期目標 第４期中期目標（素案） 検討内容 

１０ (２)教育内容・方法等に関する目標 (２)教育内容・方法等に関する目標 継続 

１１ 

 

① 熊本地震からの創造的復興及び防災・減災に関する教育を推進するとともに、

県内全域にわたって地域課題の解決に取り組む実践的・総合的な教育の更なる充

実を図る。 

①  熊本地震及び令和２年７月豪雨からの創造的復興及び防災・減災に関する教

育を推進するとともに、県内全域にわたって地域課題の解決に取り組む実践

的・総合的な教育の更なる充実を図る。 

【追加】 

 「新しい熊本創造に向けた基本方針」基本理念の記載内容を反映 

 

１２ ② グローバル化する社会に対応するため、英語をはじめとした外国語能力の向上

を図るとともに、国際的な視野と認識を高める教育を充実する。 

 

② グローバル化する社会に対応するため、より実践的な学びを通して英語をはじ

めとした外国語能力の向上を図るとともに、国際的な視野と認識を高める教育及び

異文化理解の促進に向けた教育を充実する。 

 

【拡充】 

・白石理事長の「英語でビジネスができる人を育てる」という意向やTSMCの進

出に伴い、海外企業や外国人労働者などの増加などが想定される地域の事

情を考慮し、「より実践的な学びを通して」を追加。 

・企業等アンケートから「異文化理解の促進」を追加。 

・理事長発言：「英語でビジネスができる人を育てる。」 

        「「帰国子女枠」をうまく宣伝する。英語のサイトを作って広報し、

日本人学校などに PRしていくことを考えても良いかもしれない。」 

※実践的な学び：TOEIC®IP テストの全員受験、もやいすとグローバル育成プ

ログラムや Intensive English（英語漬け環境での短期集中学習）

の着実な実施 

１３ ③ 学生の学修意欲や教育効果の向上につながるよう、教育課程や教育方法等の

検証・改善を行い、教育内容・方法等の質的向上を図る。特に、学生の学修時間の

把握や大学での学修成果の可視化等に取り組み、学生の視点に立った教育の実現

を図る。 

③ 学生の学修意欲や教育効果の向上につながるよう、教育課程や教育方法等の

検証・改善を行い、教育内容・方法等の質的向上を図る。特に、学生の学修時間の

把握や大学での学修成果の可視化等に取り組み、学生の視点に立った教育の実

現を図る。 

継続 

１４ ④ 教育の質の維持向上のため、大学の特性・専門性に応じた優秀な教員を確保

する。 

また、学生のニーズや社会の要請に応えるため、教員一人ひとりがより高い水準の

教育を行うことができるよう能力向上を図る。 

④ 教育の質の維持向上のため、大学の特性・専門性に応じた優秀な教員を確保

する。その中で、社会の要請に合わせた教育を幅広く展開させることができるよう、

多様なバックグラウンドを持つ人材の活用を図る。 

 また、教員一人ひとりがより高い水準の教育を行うことができるよう能力向上を図

る。 

【拡充】 

・中央教育審議会「２０４０年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」（平

成３０年１１月２６日）において、高等教育を「多様な価値観を持つ多様な人材

が集まることにより新たな価値が創造される場」と位置付けており、多様な学

生を受け入れる体制を整備するとともに多様な教員による多様な教育研究を

展開することの必要性が答申されている。 

 →「多様な教員」の観点を考慮し、「多様なバックグラウンドを持つ人材の活

用」を追加。 

・理事長発言：「本学は教育大学。広くしっかりとした土台を付けるところ。」 

        「学生には最先端で何が起きているかを学んでほしい。今の潮流

は、SDGｓではなく、ライフサイエンス、環境やカーボンニュートラ

ル等。」 

 →「社会の要請に合わせた教育」を追加 

※社会の要請：ライフサイエンス、環境、カーボンニュートラル、ＤＸの推進等 

※能力向上：全学、学部、研究科におけるFD（ファカルティ・ディベロップメント）

の着実な実施の継続。 

（参考）FD…大学の教員が授業の内容や方法を改善し、向上させるために実

施する組織的な取組のこと。 

１５ ⑤ 教育研究の進展、社会の要請、学生のニーズに柔軟に応える教育を行うため、

必要な実施体制を整備する。 

⑤ 教育研究の進展、社会の要請、学生のニーズに柔軟に応える教育を行うため、

必要な実施体制を整備する。 

【継続】 

※社会の要請：ライフサイエンス、環境、カーボンニュートラル、ＤＸの推進等 

１６ (３)学生支援に関する目標 (３)学生支援に関する目標 継続 

１７ ① 学生の自主性を育み人間的成長を促すため、ボランティア活動や課外活動の活

性化を図るとともに、必要な支援を行う。 

① 学生の自主性を育み人間的成長を促すため、ボランティア活動や課外活動の

活性化を図るとともに、必要な支援を行う。 

継続 

１８ ② 学生の進学や修学にかかる経済的支援を充実し、その内容を積極的に公表す ② 学生の進学や修学にかかる経済的支援を充実し、その内容を積極的に公表す 継続 



- 3 - 

 

行番号 第３期中期目標 第４期中期目標（素案） 検討内容 

る。 る。 

１９ ③ 学生が安心して学生生活を送ることができるように、心身の健康に関する相談・

支援を行う。 

③ 学生が安心して学生生活を送ることができるように、心身の健康に関する相談・

支援を行う。 

継続 

２０ ④ 地域企業や地域社会と連携したキャリア教育を推進し、学生の就業力を向上さ

せる。 

④ 地域企業や地域社会と連携したキャリア教育を推進し、学生の就業力を向上さ

せる。 

継続 

 

２１ ⑤ 学生が求める企業・就職情報の収集・提供により就職支援を充実する。特に、県

内企業と学生とのマッチングやインターンシップを推進し、県内への就職を促進す

る。 

⑤ 県内企業と学生とのマッチングや地域産業界と協働したインターンシップを推進

し、県内への就職を促進する。 

【拡充】 

・若者の地元定着促進は、企業等アンケートにおける、第４期中期目標策定に

当たり考慮すべき社会課題で、最も要望の多かったもの。 

・また、県基本方針や中央教育審議会「２０４０年に向けた高等教育のグランド

デザイン（答申）」（平成３０年１１月２６日）においても、インターンシップの充実

が掲げられている。 

→若者の地元定着促進に向けて地域との連携をより一層強化するという意図

を込めて「地域産業界と協働した」を追加する。 

２２ ２ 研究に関する目標 ２ 研究に関する目標 継続 

２３ (１)研究の方向に関する目標 (１)研究の方向に関する目標 継続 

２４ 大学の特色ある教育や地域社会の発展のため、熊本県立大学として独自性のあ

る研究及び地域課題の解決に役立つ研究活動を推進することとし、国内外で高く評

価される研究水準を目指す。 

また、熊本地震からの創造的復興及び防災・減災に関する研究を推進する。  

大学の特色ある教育や地域社会の発展のため、熊本県立大学として独自性のあ

る研究及び地域課題の解決に役立つ研究活動を推進することとし、国内外で高く評

価される研究水準を目指す。 

また、熊本地震及び令和２年７月豪雨からの創造的復興及び防災・減災に関す

る研究を推進する。  

【追加】 

・ 「新しい熊本創造に向けた基本方針」基本理念の記載内容を反映 

※創造的復興及び防災減災に関する研究：緑の流域治水～ 

２５ (２)研究の支援に関する目標 (２)研究の支援に関する目標 継続 

２６ 優れた研究を推進するため、組織的な研究支援を促進する。 優れた研究を推進するため、組織的な研究支援を促進する。 継続 

２７ ３ 地域貢献に関する目標 ３ 地域貢献に関する目標 継続 

２８ (１) 県、市町村、企業その他の団体との連携を深め、それらの団体を支援するシン

クタンク機能を充実・強化する。 

(１) 県、市町村、企業その他の団体との連携を深め、それらの団体を支援するシン

クタンク機能を充実・強化する。 

特に、産学官金連携によるDX推進の取組や起業・事業承継支援の充実を図る。 

【追加】 

・理事長発言：「今後起業支援と同じくらい、事業承継の話が重要になる。」 

        「「産学官連携」にはデータセンターも含むかもしれない。」 

・ＤＸの推進は企業等アンケートにおける、第４期中期目標策定に当たり考慮

すべき社会課題で地方創生の取組強化（若者の地元定着促進等）の次に要望

の多かったもの。 

→シンクタンク機能の例示として「ＤＸ推進の取組」を追加。 

→ 地域における「起業・事業承継」を追加。 

２９ (２) 大学・試験研究機関等との連携を強化して地域産業に関する共同研究等を行

い、研究成果の公表や現場への普及活動等を通じて、研究成果を地域社会に役立

てる。 

(２) 大学・試験研究機関等との連携を強化して地域産業に関する共同研究等を行

い、研究成果の公表や現場への普及活動等を通じて、研究成果を地域社会に役立

てる。 

継続 

３０ (３) 県民の学習ニーズに応えるため、生涯学習と専門職業人の継続的な職業能力

開発の支援について、更なる充実を図る。 

(３) 県民の学習ニーズに応えるため、生涯学習と専門職業人の継続的な職業能力

開発の支援について、更なる充実を図る。 

継続 

３１ ４ 国際交流に関する目標 ４ 国際交流に関する目標 継続 

３２ (１)  国際的な知見の取得や異文化への理解を深め、グローバル化する社会にお

いて必要な素養を幅広く涵養するため、学生の国際交流をさらに推進する。 

(１) 国際的な知見の取得や異文化への理解を深め、グローバル化する社会にお

いて必要な素養を幅広く涵養するため、学生の国際交流をさらに推進する。 

継続 

３３ （２）外国人留学生の受入れを促進するために、積極的かつ効果的な情報発信や受

入体制の充実を行うとともに、グローバル化に対応した教育研究環境の整備を推進

する。 

（２）外国人留学生の受入れを促進するために、積極的かつ効果的な情報発信や受

入体制の充実を行うとともに、グローバル化に対応した教育研究環境の整備を推

進する。 

継続 

３４ (３) 研究水準の向上や教育内容の充実のため、諸外国の大学等との連携を深め、 (３) 研究水準の向上や教育内容の充実のため、諸外国の大学等との連携を深め、 継続 
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行番号 第３期中期目標 第４期中期目標（素案） 検討内容 

研究者交流、国際共同研究等を推進する。 研究者交流、国際共同研究等を推進する。  

 Ⅱ 業務運営の改善・効率化に関する目標 Ⅱ 業務運営の改善・効率化に関する目標  

３５ １ 大学運営の改善に関する目標 １ 大学運営の改善に関する目標 継続 

３６ 理事長と学長のリーダーシップのもと、社会状況の変化に対応するため、柔軟か

つ機動的な大学運営を推進する。 

理事長と学長のリーダーシップのもと、社会状況の変化に対応するため、柔軟か

つ機動的な大学運営を推進する。 

継続 

 

３７ ２ 教育研究組織の見直しに関する目標 ２ 教育研究組織の見直しに関する目標 継続 

３８ 社会の要請に積極的に応えるため、学部学科、附属機関等の教育研究組織のあ

り方について不断に検討し、必要に応じ適切に見直す。 

社会の要請に積極的に応えるため、学部学科、附属機関等の教育研究組織のあ

り方について不断に検討し、必要に応じ適切に見直す。 

継続  

    

３９ ３ 人事に関する目標 ３ 人事に関する目標 継続 

４０ 大学の業務全般について適切かつ効果的な運営を図るため、教職員の大学運営

に対する積極的な参加を推進するとともに、適正な人事・評価を行う。 

大学の業務全般について適切かつ効果的な運営を図るため、教職員の大学運

営に対する積極的な参加を推進するとともに、適正な人事・評価を行う。 

継続 

４１ ４ 事務等の効率化・合理化に関する目標 ４ 事務等の効率化・合理化に関する目標 継続 

４２ 事務の簡素化・合理化を進めるとともに、効率的な事務処理を図る。 事務の簡素化・合理化を進めるとともに、ＤＸの推進等による効率的な事務処理

を図る。 

【拡充】 

・ＤＸの推進は企業等アンケートにおける、第４期中期目標策定に当たり考慮

すべき社会課題で地方創生の取組強化（若者の地元定着促進等）の次に要

望の多かったもの。 

・ＤＸの推進は県の基本計画にも掲げられており、大学運営においてもその充

実を図る。 

 Ⅲ 財務内容の改善に関する目標 Ⅲ 財務内容の改善に関する目標  

４３ １ 自己収入の増加に関する目標 １ 自己収入の増加に関する目標 継続 

４４ 安定的な財政基盤を確立するため、授業料や外部教育研究資金等の自己収入

の確保に努める。 

安定的な財政基盤を確立するため、授業料や外部教育研究資金等の自己収入

の確保に努める。 

継続 

４５ ２ 経費の抑制に関する目標 ２ 経費の抑制に関する目標 継続 

４６ 既に実施している経費節減等の取組を検証しつつ、大学の業務全般について更

に効率的な運営に努め、経費の抑制を図る。 

既に実施している経費節減等の取組を検証しつつ、大学の業務全般についてよ

り効率的な運営に努め、経費の抑制を図る。 

 

継続 

 

 Ⅳ 自己点検・評価及び情報提供に関する目標 Ⅳ 自己点検・評価及び情報提供に関する目標  

４７ １ 評価の充実に関する目標 １ 評価の充実に関する目標 継続 

４８ 自己点検・評価を定期的に実施するとともに、第三者機関の評価を受け、これら

の評価結果を教育研究や組織運営の改善に活用するという組織的なマネジメント

サイクルを充実させる。 

自己点検・評価を定期的に実施するとともに、第三者機関の評価を受け、これら

の評価結果を教育研究や組織運営の改善に活用するという組織的なマネジメント

サイクルを充実させる。 

 

継続 

４９ ２ 情報公開、情報発信等の推進に関する目標 ２ 情報公開、情報発信等の推進に関する目標 継続 

５０ 大学の組織運営及び教育研究活動等の実績等については、積極的に情報を公

開・発信し、社会への説明責任を果たすとともに、大学の認知度を高める。 

大学の組織運営及び教育研究活動等の実績等については、積極的に情報を公

開・発信し、社会への説明責任を果たすとともに、大学の認知度を高める。 

継続 

 Ⅴ その他業務運営に関する重要目標 Ⅴ その他業務運営に関する重要目標  

５１ １ 施設設備の整備・活用等に関する目標 １ 施設設備の整備・活用等に関する目標 継続 

５２ 既存の施設や設備の適正な維持管理、計画的な整備改修により良好な教育研究

環境を保持するとともに、施設設備の有効活用を推進する。 

なお、整備改修に当たっては、バリアフリー・ユニバーサルデザイン、環境保全等

に十分配慮する。 

既存の施設や設備の適正な維持管理、計画的な整備改修により良好な教育研

究環境を保持するとともに、施設設備の有効活用を推進する。 

なお、整備改修に当たっては、バリアフリー・ユニバーサルデザイン、環境保全等

に十分配慮する。 

継続 

５３ ２ 安全管理に関する目標 ２ 安全管理に関する目標 継続 

５４ （１）学生の個人情報をはじめとする情報管理及びリスク管理を徹底する。 （１）学生の個人情報をはじめとする情報管理及びリスク管理を徹底する。 継続 
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行番号 第３期中期目標 第４期中期目標（素案） 検討内容 

５５ （２）自然災害や火災、設備事故等のあらゆる災害に備えて防災対策を強化するとと

もに、大学における事業継続計画（BCP）を策定する。 

（２）自然災害や火災、設備事故等のあらゆる災害に備えて防災対策を強化する。 【見直し】 

・令和元年度に事業継続計画（BCP）を策定済みのため、一部削除 

５６ （３） 教職員の心身の健康保持に努め、快適な職場環境の形成を促進する。 （３） 教職員の心身の健康保持に努め、快適な職場環境の形成を促進する。 継続 

５７ ３ 人権に関する目標 ３ 人権に関する目標 継続 

５８ 人権尊重に関する啓発を推進し、人権が不当に侵害され、良好な教育・研究・職

場環境が損なわれることのないよう、全学的な取組を進める。 

人権尊重に関する啓発を推進し、人権が不当に侵害され、良好な教育・研究・職

場環境が損なわれることのないよう、全学的な取組を進める。 

継続 

 

 


